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0. はじめに

Soul loss: a study of J .M.G.Le Clezio's Pawana 
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『パワナ』(Pawana, 1992)はル ・ クレジオ (Jean-Marie Gustave Le Clezio, 1940-)が

1992年に発表した短編小説で， 19世紀半ばのアメリカ大陸沿岸における商業捕鯨に材を取っ

ている。 捕鯨船リオノ ー 号の船長チャ ー ルズ ・ メルヴィル ・ スカモンは， クジラたちが出産

のために集まる伝説の潟湖を求めて出航し， 首尾よくそれを発見するのであるが， この発見

は結果としてクジラの大量虐殺と潟湖の荒廃をもたらしてしまう。 表題である「パワナ」と

は， アメリカの先住民であるナティック族の言葉で「鯨」を意味している。

1980年代半ばから1990年代初頭は， 温暖化や酸性雨， オゾン層破壊等の環境破壊の問題を

背景に， 環境問題に対する社会の関心が爆発的に高まった時代であった。 このような環境

ブー ムの高まりのなかで発表された『パワナ』もまた， 環境問題と関連した側面を持つ作品

である。 その構想の背景には， メキシコ政府と三菱商事の合弁会社が進める塩田事業が存在

したのであるぢ塩田の拡張が予定されていたメキシコのサンイグナシオ湾は， 世界的に有

名なコククジラの出産地であり， この地に塩田を設けることは， クジラから出産と子育ての

場を奪うこと， つまりはクジラに死をもたらすことにほかならない。 ル ・ クレジオは100年

前の悲劇に仮託しながら， 当時進行中であった塩田事業の拡大に異を唱えていたのである。

このように『パワナ』は， 当時隆盛を極めていたエコロジーの思想とも無縁ではない。 こ

の点を捉えて， ル ・ クレジオを時流に乗った作家であるとか， あるいは「メディアの寵

児門として批判することも可能であろう。 しかし， ル ・ クレジオの活動を仔細に辿るので

あれば， この批判は不当なものであることがわかる。 なぜなら， ｝レ ・ クレジオの環境問題へ

の関心は， ェコロジー ブー ムに便乗したご都合主義的な性質のものではなく， 20年以上に渡

I 2009年12月2 日に北海道大学で行われたシンポジウム「先住民族の語りと文学ール ・ クレジオさんを迎え

て」におけるル ・ クレジオ自身の発言による。
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